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大阪の持つ歴史・文化の奥深さを再発見することを目的に、平成 21 年から実施し今年で５回目

を迎える「なにわなんでも大阪検定」。今までに延べ１万５千人以上が受験した検定試験です。 

この「なにわなんでも大阪検定」には、統計に関する問題が毎年出題されていますのでご紹介

します。 

 

《２級 過去出題問題》 

○次のデータは2008年(平成20年)3月31日現在の大阪府の自治体別人口の上位４位を表した表

です。自治体の面積、人口、世帯数、人口密度、事業所数のデータから Ａ Ｂ Ｃ に当てはま

る組み合わせはどれでしょう？[正答率：78.0%] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)A:堺市 - B:東大阪市 - C:枚方市   (2)A:東大阪市 - B:豊中市 - C:堺市 

(3)A:枚方市 - B:東大阪市 - C:高槻市  (4)A:堺市 - B:豊中市 - C:吹田市 

 

〔答え〕(1)A:堺市 - B:東大阪市 - C:枚方市  

〔解説〕各市の特徴から正答を導きだす問題です。Ａは面積、人口ともに大阪市に次いで２位

であることから堺市。Ｂは事業所数が特徴的。全国有数の産業集積地域である東大阪市がＢ。

したがってＣは選択肢から枚方市であることがわかります。 

  

この出題は、第１回（平成21年）の問題なので少し古いデータになりますが、統計にはさまざ

まなヒントが隠れています。大阪検定を受けられる際には統計を参考にしてみるのはいかがです

か？ 
  

 

右のページには過去検定試験で出題された問題を載せています。 

チャレンジしてあなたの大阪力を試してみてください。 

   「なにわなんでも大阪検定」にみる大阪の統計 

大阪府総務部統計課 情報･分析グループ 

《検定の詳細は「なにわなんでも大阪検定」ホームページに掲載されています。http://www.osaka-kentei.jp/index.html 》 

統計トピックス２ 



- 4 - 

 

 

○大阪ことばで食べものに関する名詞でないものはどれでしょう？[正答率：96%] 

(1)あめちゃん （2）かしわ （3）ややこ （4）あて            

 

 

 

○現在の千早赤阪村で生まれたとされる南北朝時代に活躍した楠木正成は、地元を中心に、親し

みを持って何と呼ばれているでしょう？[正答率：90%] 

(1)たいこうさん  (2)しょうこうさん  (3)けんこうさん  (4)なんこうさん 

 

○全国で２番目に面積が小さい大阪府は耕地面積も狭いですが、

いくつかの野菜、果物の生産高は全国でも上位にランクされ

ています。右の表は、ある果物の2009年（平成21年）の収穫

高を都道府県別に示したものです。次のうちどの果物でしょ

う？[正答率：46%] 

(1)みかん  (2)もも  (3)ぶどう  (4)いちご 

 

         

 

 
 

○右のグラフは、ある農産物の収穫量[2010年度(平成22年度)] 

の都道府県別シェアを示しています。大阪府が全国２位の11％

のシェアを占めている農産物とは次のうちどれでしょう？ 

[正答率：45.9%] 

(1)はくさい  (2)たまねぎ   

(3)なす    (4)しゅんぎく（きくな）         

 

 

 

 

「なにわなんでも大阪検定」受験のご案内 

・試験日   平成25年６月30日（日曜日） 

・試験会場  大阪府立大学中百舌鳥キャンパス、常翔学園 大阪工業大学大宮キャンパス 

       りそな銀行大阪本社 

・受験料   ３級 3,300円、２級 4,400円、１級 5,500円 

・申込期限  ５月22日（水曜日） 

・申込方法  インターネットや郵便振替、大阪検定取扱書店、大阪府内イオン指定16店舗で

申し込めます。 

その他検定試験に関するお問合せは「なにわなんでも大阪検定事務センター」へ 

ＴＥＬ：０６-６９４４-７７２８ 

３級 大阪の知識について問う基本的なレベル (前回合格率 58.5%） 

１級 大阪の知識について問う総合的かつ高度なレベル (前回合格率 4.5%） 

２級 大阪の知識について問う中級程度のレベル (前回合格率 13.8%） 

答え(3)

答え(4)

答え(3)

答え(4)


